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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
の
日
印
原
子
力
協
定
の
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
協
定
上
の
協
力
が
正
式
に
終
了
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
原
子
力
の
平
和
的
利

用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条

�
は
、
各
締
約
国
政
府
は
、
「
他
の
締
約
国
政
府
に
対
し
て
一
年
前
に
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
こ
の
協
定
を

終
了
さ
せ
る
権
利
を
有
」
し
、
及
び
「
こ
の
協
定
は
、
当
該
書
面
に
よ
る
通
告
の
日
か
ら
一
年
で
終
了
す
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
協
力
の
終
了
前
の
協
力
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
協
定
第
十
四
条
�
は
、
協
定
の
終

了
を
求
め
る
締
約
国
政
府
は
、
終
了
の
前
に
お
い
て
も
「
協
定
の
下
で
の
そ
の
後
の
協
力
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
す
る
権

利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
「
返
還
」
の
た
め
の
方
法
、
手
続
等
に
つ
い
て
は
、
協
定
第
十
四
条
�
は
、
「
両
締
約
国
政
府
は
、
当
該
返
還

の
た
め
の
方
法
及
び
手
続
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
品
目
の
数
量
並
び
に
返
還
を
要
求
す
る
権
利
を
行
使
す
る
締
約
国
政

府
が
支
払
う
べ
き
補
償
の
額
に
つ
い
て
合
意
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
協
定
の
両
締
約
国
政
府
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案

ご
と
に
合
意
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
に
我
が
国
が
協
定
の
終
了
、
協
力
の
停
止
及
び
資
機
材
等
の
返
還
の
要
求
に
関
す
る
協

定
上
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

二


